




ゆっくりとうつりかわる映像

　ポーランド、ワルシャワで５年に一度開催される、ショパン国際
ピアノ・コンクール。2021年10月、その第18回が行われ、コン
クールの歴史に名を刻む新たな入賞者たちが誕生しました。
　そして１月28日、優勝したブルース・リウをはじめとする７名の
俊英たちが、入賞者ガラ・コンサートのため富山に集結。オー
バード・ホールの開館25周年と2022年の幕開けを飾るニューイ
ヤーコンサートにおいて、世界最高峰の舞台で認められたショパ
ンを披露します。

　今回のショパン国際ピアノ・コンクールは、当初2020年10月
に予定されていたところ、パンデミックの影響により、１年の延期
の末に開催されました。参加者にとっては、それだけ準備期間が
長くなったということ。その影響もあってか、ピアニストたちそれ
ぞれがじっくりと磨き上げた自分だけのショパン像を、確信をもっ
て伝えてくれる場面に多く出会うことができました。

　そんな今回のコンクールで頂点に輝いたのが、中国系カナダ人
の24歳、ブルース・リウです。
　卓越したテクニック、次の瞬間に何が起きるかわからないライヴ
感あふれる音楽づくり、明るいエネルギーに満ちた演奏で、ス
テージごとに客席を熱狂させました。なかでも、聴くうちに気持ち
が高揚してくるような舞曲の表現には、特別なものがあります。
　今回のガラ・コンサートでは、コンクールのファイナルで演奏し
たピアノ協奏曲第１番を披露。第１楽章や第２楽章における、若き
ショパンの夢や憧れの描写も魅力ですが、特に期待したいのは、
終楽章。ポーランドの舞曲に由来するマズルカが多用されたこの
楽章では、卓越したセンスとリズム感が生かされた、エネルギッ
シュな音楽を聴かせてくれるでしょう。

　反田恭平と第２位を分けたアレクサンダー・ガジェヴは、ロシア
人の父とスロベニア人の母、ともにピアニストという両親のもと、
イタリアに生まれた26歳。2015年浜松国際ピアノコンクールの優
勝者でもある、大の親日家です。
　今回のショパン国際ピアノ・コンクールでは、クリスチャン・ツィ
メルマンから贈られる特別賞であるソナタ賞も受賞。思索した末
の音楽にその場のインスピレーションを盛り込んだ、生きた音楽を
創るピアニストです。ガラ・コンサートでは、中規模の作品ながら
壮大なドラマを内包するバラード第４番で、無限に広がる想像力
を発揮するでしょう。

　続く第３位となった、スペインのマルティン・ガルシア・ガルシア
は、自由でエモーショナル、歌心あふれる表現で、現地はもちろん
インターネットを通じて聴いていた多くの聴衆の心も掴んだピアニ
スト。演奏するのは、即興曲第３番と「英雄ポロネーズ」。息の長い
歌と幸福感を帯びた音楽に、大いに期待できそうです。

　第４位、ヤクブ・クシリックは、自身のピアノ音楽の原体験であ
るショパンに特別な気持ちで向き合い続けてきたという、ポーラン
ド人唯一の入賞者。マズルカの優れた演奏に贈られる「マズルカ
賞」も受賞しました。今回は、ショパンの哀しくも美しいファンタ
ジーが込められた「幻想曲」Op.49を演奏します。

　そしてもう一人の第４位が、日本の小林愛実。ファイナリストと
なった6年前の前回に続く２度目の挑戦で見事入賞を果たし、メ
ディアでも大きく取り上げられました。自分だけのショパンを追い
求め、見つけたものを丁寧に紡いでいく、強い想いが伝わる演
奏。ガラ・コンサートでは、セミファイナルで高く評価された「24
の前奏曲」の抜粋を届けます。

　イタリアのレオノーラ・アルメリーニもまた、今回が11年前に
続く２回目の挑戦で、第5位に入賞。おおらかで明るく愛にあふ
れ、ショパンの苦悩や哀しみさえあたたかく包み込むようなピア
ノが魅力です。夜想曲第13番とワルツ第２番「華麗なる円舞曲」
で、ワルシャワの聴衆から支持されたその音楽を披露します。

　そして第６位、最年少入賞者となった、カナダのJ J ジュン・リ・
ブイ。17歳の若さにして奥行きのある音楽を奏で、今後の変化、
活躍も楽しみなピアニスト。ショパン若き日の「マズルカ風ロン
ド」とマズルカOp.24-1で、深く優しい音、メランコリックなところ
のある豊かな音楽性を存分に発揮してくれるでしょう。

　オリジナリティやはっきりとした主張、明るい音楽性が高く評価
される傾向にあり、華やかな個性の競演となった、第18回ショパ
ン国際ピアノ・コンクール。ガラ・コンサートでは、その３週間に
わたる祭典が凝縮され、一夜にして実に多様なショパンを聴くこ
とができます。新しい時代を感じさせる入賞者たちが、それぞれ
のショパンを奏で、私たちに、さまざまな発見と感動を与えてくれ
るでしょう。
　コンクールのインターネット配信を聴いてお目当てのピアニス
トがいる方も、そうでない方も、生演奏ならではの出会いを楽し
みに、ぜひ会場へ！

高坂はる香（音楽ライター）
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ニューイヤーコンサート2022
第18回ショパン国際ピアノ・コンクール

入賞者ガラ・コンサート
NEW YEAR 2022 GALA CONCERT 

第1位
ブルース・リウ
演奏曲：ピアノ協奏曲第1番  ホ短調  Op.11

第2位・ソナタ賞
アレクサンダー・ガジェヴ　
演奏曲：バラード第4番  ヘ短調  Op.52

第3位・コンチェルト賞
マルティン・ガルシア・ガルシア
演奏曲：即興曲第3番  変ト長調  Op.51
             ポロネーズ第6番  変イ長調  Op.53「英雄」

第4位
小林愛実
演奏曲：24の前奏曲  Op.28 より抜粋

第4位・マズルカ賞
ヤクブ・クシリック
演奏曲：幻想曲  ヘ短調  Op.49

第5位
レオノーラ・アルメリーニ
演奏曲：夜想曲第13番  ハ短調  Op.48-1
              ワルツ第2番  変イ長調  Op.34-1「華麗なる円舞曲」

第6位
J J ジュン・リ・ブイ
演奏曲：マズルカ風ロンド ヘ長調  Op. 5
             マズルカ第14番  ト短調  Op.24-1

Bruce Liu

Alexander Gadjiev

Martin Garcia Garcia

Aimi Kobayashi

Jakub Kuszlik

Leonora Armellini

J J Jun Li Bui 0504
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指揮／現田茂夫　                      管弦楽／大阪交響楽団　
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オーバード・ホール開館25周年記念
ニューイヤーコンサート2022
第18回ショパン国際ピアノ・コンクール
入賞者ガラ・コンサート

◆日時：2022年1月28日（金）19：00開演
◆会場：オーバード・ホール
◆チケット：［全席指定・税込］　
    S席：10,000円　A席：8,000円　B席：6,000円　C席：4,000円
   U-25：2,000円 ※鑑賞時25歳以下対象。公演当日の空席よりお席をご用意します。   
    ※未就学児入場不可。

◆プレイガイド：アスネットカウンター
    ★チケットのお求めはP11「チケット購入方法」をご覧ください。

※やむを得ない事情により、出演者・曲目等が変更になる場合がございます。
　予めご了承ください。
※新型コロナウイルス感染対策を徹底して上演します。
　感染状況によっては公演の開催に変更が生じる場合がございます。
　ご来場前にはオーバード・ホール公式HPで最新情報をご確認ください。
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公演中止
チケット払い戻し方法等の詳細は、

オーバード・ホール公式HPをご確認ください。

公演中止
当公演は、新型コロナウイルスの世界的
感染拡大の影響により、渡航制限緩和
の見通しが立たないことから、大変残念
ではございますが公演を中止せざるを得
ない状況となりました。公演を心待ちに
してくださっていた皆様には心からお詫
び申し上げますと共に、何卒ご理解を賜
りますようお願い申し上げます。










